




一一 学 生 部 一一
はじめに
新樹寮の水道料について， 寮生の負担が月額31円という定額制は， きわめて変則的なものであるが， この負担
額が取りきめられた昭和46年当時は， 別記（II ）の学長から寮生及び寮生の父兄に宛てた書面にもみられるように，
特殊の事情があったので， 学生部 と寮生との間で， 暫定的な措置として取りきめられたものである。
市の水道料は， その後， 改定 きれないままであったが， 今年の 4月から大巾に値上げされることになったので，
学生部では， これを機会に， 従来の特殊な経緯を多少とも考慮しながらも， なおかつ昭和39年の文部省の負担区
分通達や金沢， 福井の両大学の例などを資料にして， これまでの暫定的な措置を改め， 適正な負担区分の線を見
出すようにと， 3 月下旬から， 寮生との話し合いに努めたのである。 しかし， 4月， 5 月には， 新入寮生の受け
入れ， 寮役員の改選など寮生側の都合によって十分な話し合いの機会が得られなかった。
この問題については， 学寮補導委員会としても， 4月以来， 数次にわたって審議を重ねたが， 寮生との意見の
相違が， あまりにも大き過ぎるために， 両者の合意が得られるには， ほど遠かった。 ところで， 4月以降， 市へ





学生部と寮生との話し合いの過程では， 大学の教育理念， 学寮の目的や運営， 大学における福利厚生の在り方，
福利厚生の予算とその源資， 文部省の負担区分通達の性格づけなどが話題となったが， 紙面の都合で省略する。
寮生との話し合いの要旨
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52. 9. 12. （月）








また， 大学食堂を 3 食とも利用することができ
る。
なお， 平常時における一日おきの風巴と夕食，





























上げましたが， 問題が唐突で、あり， しかも大ざっぱな文面でしたので， 御理解いただきにくい面が多かったこと
と存じ主す。 そこで， 先便を補足説明し， 夏季休暇明けに備えて事態の早急な解決のため， 寮生及ぴ御父兄各位
の御理解を得たいと存じます。
本学の学寮（いわゆる寄宿舎で本学では新樹寮とよんでいます。）は， 以前は木造老朽建物でしたが， 昭和40年
度に近代的な鉄筋の新寮に建て替えられました。 その際に， 固有財産としての学寮が， その目的を円滑に果たし，
大学の責任のも とに， 適切に管理 運営きれるために，「富山大学学寮規則」が学則にも とづいて定められました。
その中に，
第14条 寮生は， 学則に定める寄宿料のほか， 寮生活を営むに必要な光熱水料等の経費を負担しなければならない。
2. 前項の寮生が負担すべき経費の細目 等については， 別に定める。





摘を受けました。 大学は， 寮生の健康上の問題であり， 事態を重視して昭和45年8 月から市の水道に切り替えま
した。 その頃の大学の事情は， 全国的に起こった大学紛争の余波も学内に残っており， 大学と寮生との話し合い
による経費負担区分の適切な解決を見るまでに至らないまま， 従来の自家給水用ポンプの電気代及び消毒薬品代
として差し当たり寮生l人月額31円負担で， 本年3月に至っております。 従って， 水道料 そのものの負担区分に
ついては， 大学の規則に沿った解決ではなく， 暫定措置のまま現在に至って必ります。 大学としてはかねてより
この点を解決すべきでありましたが， 2 年程前に市の水道局が水道料の値上げの検討を始めましたので， 値上げ
の際に負担区分を決めることとして， この問題を懸案としました。
昭和52年度から市の水道料が， 従来の 1 m325円から，2.2倍の55円に改訂されたことを契機に大学は， この問題
を解決すぺ〈寮生代表と再三再四にわたって話し合いを行いました。 しかし， 寮生代表は， 国の方針である受益
者負担・経費負担区分方式を認めようとせず， 更に水道料値上げの際に寮生の負担が多くなる問題を大学が持ち
かけて来たとして批判しております。 この点， 大学は， 数年来のこれらの懸案事項を早期に， はっきりと解決し
ておくべきであったと存じます。
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一方において， 国家財政の緊迫が， 大学予算にも少なからず影響をもたらし， 予算の節減と合せて， 学寮にお
ける大学予算の支出に適正を期するよう， 会計検査院及ぴ文部省から重点事項として指摘を受けることとなり，
大学としては， この問題の解決に踏み切らざるを得ない事 態を迎えております。
本年 4月からの新樹寮の水道料金が滞納のままになっておりますが， その問， 寮生側からは適切な解決策が示
きれませんでしたので， 大学は慎重に審議を重ねた結果， 去る7 月19日に次のような大学の方針を寮生代表に示
しました。
1. 水道料の寮生負担は， 生活用水（主に炊事場， 浴室， 洗濯場等）の 6 割とし， 残り 4割を大学負担とする。
2. 寮生個人所有の乗用車を洗車する分の水道料は， 全額寮生負担とする。
3. 負担の方法は毎月の使用料の一定比率とする。
以上の3項目のうち， 第1 項は， 他の国立大学に比べて寮生負担が多い比率ではありません。 通常の節水を心掛
ければ， 各自が月 200円台の負担にとどまる見込みです。 第2 項は， 寮生個人が使用している乗用車を洗車する
水道料金を大学が負担する， すなわち国費で負担しなければならない理由は全くありません。 ちなみに現在寮生




ん。 寮生諸君の中には真に， 経済的に困窮している人もいますが， そういう人達には育英制 度や授業料減免措置
によって援助する方途もあります。 寮生代表は， 受益者負担・経費負担区分方式を根本から否定していますが，






(1） 人 件 費 炊事人の賃金
(2） 電 気 料 居室で使用する電気， その他寮生の私生活のために使用する電気の料金
寮生の炊事のために使用する電気の料金
(3） 水 道 料 洗濯場， 浴室において使用する水道の料金
寮生の炊事のために使用する水道の料金
(4） 燃 料 費 居室の暖房のために使用する燃料費
寮生の入浴及ぴ炊事のために使用する燃料費
(5 ) 食事材料費 寮生の食事の調 整のために必要な材料費等















































































第3条（ 運行規制） 「③ 構内における車両の最
高速 度は時速20kmとするoJ ' 「④ 車両が教育・研究

















「② 各 部局前は外来車， 公用車 及ぴ図書・物品等





定し， 自動二輪車， 原動機付自転車が騒音を たてな
がら メインスト リートを疾走することを規制してい
る。 専用駐車 場は 正門右折， 車 庫西側にある上屋付
駐車場である。
第8条（ 交通指導員）
各 部局の交通指導員について述べた もので， その 主
なる 業務I;!:, 「① 部局担当地区における 交通に関す
る指導， ② 部局担当地区における 交通の 実態調査，
③ その他， 構内 交通に関し 必要なこと」である（細
目第6条）。
第9条（違反規制）
「警務員は違反者に対 し て口頭の 注意， 注意書の 貼
付 等必要な措置を とるものとする 」とし， 「① 違反
を現認したとき及ぴ違反者が確認できるときは口頭で
注意する 。 ② 運転者の不在 の違反車両に対しては 注
意書を 貼付する ω（細目第7条）と規定している。
第3章 交通施設整備に関する暫定措置
1 -2 駐車 場
駐車場A （車 庫西側）， B'（教育学 部西側仮駐車 場），
c （経済学 部東側仮駐車場）， D （図書館東側仮駐車
場），外来車等の 一時駐車 場， 自動二輪車等の 専用駐車




1 -4 冬季における対策として， 「（1) 除雪機器
の 充 実を図る J 「（2 ) 除雪体制の 整備を図る d
1-5 警務員「（1) 交通規制を円滑に 実施するた
めに， すみやかに警務員の 増員を図る Jちなみに現在，





委員会は， きらに関係部局 と密接に連絡， 協議し っ、
審議を進め教育・研究の 場にふさわしい構内 交通対策
計画を策 定せんとするもの である。 最後に重ねて関係
各位の御理解と御協力を切望するものである。
以 上








項目 卒者 業数 就望者職希数 就望職者不希数 就者 職数 未者就職数 就率 （% 職） 
性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
文
学 科
19 38 15 34 4 4 12 29 3 5 80.0 85.3 
文 理 学 部
理
学 科
107 27 77 27 25 。 65 25 12 2 84.4 92.6 
計 126 65 9 2  61 29 4 77 54 15  7 83.7 88.5 
小学校教員養成課程
11 100 11 100 。 。 9 81 2 19 81.8 81.0 
中学校教員養成課程 11 32 10 32 1 。 7 25 3 7 70.0 78.1 
教 育 学 部
養護学校教員養成課程 。 15 。 15 。 。 。 15 。 。 一 100 
幼稚園教員養成課程 。 21 。 21 。 。 。 21 。 。 一 100 
計 22 168 21 168 1 。 16 142 5 26 76.2 84.5 
経 済 学 部
経 済
学 科 186 9 170 7 12 1 170 7 。 。 100 100 
計 186 9 170 7 12 1 170 7 。 。 100 100 
薬 学 科 14 33 6 27 8 6 6 26 。 100 96.3 
薬 学
部
製 薬 化 学 科 23 24 7 19 16 5 7 19 。 。 100 100 
計 37 57 13 46 24 11 13 45 。 1 100 97.8 
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手薄課程
項目 卒者 数業 就望 職者希数 就望職者不数希 者就 数職 未者 就数職 就率 （ %職） 
性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
電 気 工学 科
51 。 47 。 4 。 47 。 。 。 100 一
工 業 化 学 科
38 。 32 。 6 。 32 。 。 。 100 一
金 属 工 学 科
49 。 33 。 16 。 33 。 。 。 100 一
学
機 械 工学 科




34 40 。 。 6 。 33 。 。 97.l 一
化 学 工 学 科
40 1 33 1 7 。 32 。 97.0 100 
電 子 工学 科
45 。 34 。 11 。 33 。 。 97.l 一
計 306 1 250 1 55 0 247 3 0 98.8 100 
メa 計 677 300 546 283 121 16 523 249 23 34 95.8 88.0 
産
業










男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計
建 設 業 2 2 6 6 13 13 19 2 21 
食料品・たば乙製造
業
4 5 4 4 3 4 11 2 13 
織 維 工 業 3 3 3 3 6 6 
第
衣服・その他の繊維製品
1 1 1 
製
出版・印刷同関連産業











1 2 2 25 25 27 2 29 
金属製品製造業




4 4 27 27 32 32 
業
電気機械器具
3 3 4 4 30 30 37 37 
業
輸送用機械器具
2 2 11 11 13 13 
精密機械器具
1 6 6 8 8 
そ の 他の製造業
2 1 3 2 2 8 8 30 30 40 3 43 




3 3 6 17 2 19 2 3 5 17 17 39 8 47 
売
業
2 8 10 1 1 15 15 2 2 3 3 20 11 31 
金保
銀 行・信 託 業




1 5 5 6 6 
第
保 険 業















1 3 3 5 5 
通
信 業
4 4 4 4 
次 電気・ ガス ・ 水道業 2 2 5 5 7 7 
サ
医 療 保 健 業
1 5 28 33 6 28 34 


















11 3 14 16 3 19 17 17 44 6 50 
公 国 家 事 務 9 9 3 3 12 12 
務 地 方 事 務 2 3 2 2 9 9 8 8 19 3 22 
計 51 42 9 3  16 1"36 152 128 6 134 7 36 43 59 59 261 220 481 
上記以外のもの
2 3 3 4 5 
メ同h、 計 77 54 131 16 142 158 170 7 177 13 45 58 247 1 248 52� 249 772 
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